
  

令和７年度（2025年度）市立札幌大通高等学校入学者選抜実施要項 

令和６年（2024年）９月 教育長決定 

 

 この要項は、令和７年度（2025年度）の市立札幌大通高等学校の入学者の選抜の実施に関

し、必要な事項を定める。 

 

Ⅰ 自己推薦入学者選抜 
 

１ 募 集 人 員 

次に示すところによる。なお、合計に海外帰国生徒等枠の５名程度を含むものとする。 

午前部 午後部 夜間部 合計 

30名程度 30名程度 50名程度 110名 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 出  願  資  格 

自己推薦入学者選抜に出願できる者は、道立高等学校一般入学者選抜実施要項（以下

「道立一般要項」という。）の「３ 出願資格」に該当するとともに、次の各号に該当

する者であること。 

なお、保護者の住所が道外に存する場合は、令和７年（2025 年）４月７日（月）まで

に道内に住所を移転することが確実なとき、あるいは、市立札幌大通高等学校長が、特

別な事情があると認めたときに限り出願することができる。 

（１）本校のスクール・ポリシーを理解しており、自らを本校が示す「入学者の受入れ

に関する方針」に合うと考えている者で、出願する動機及び理由が明確である者 

（２）本校で学ぶことに高い意欲を有する者 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

 札幌市立高等学校一般入学者選抜実施要項（以下「市立一般要項」とい

う。）、札幌市立高等学校推薦入学者選抜実施要項（以下「市立推薦要項」

という。）並びに道立一般要項、道立高等学校推薦入学者選抜実施要項（以

下「道立推薦要項」という。）、連携型中高一貫教育を実施する道立高等

学校入学者選抜実施要項、北海道有朋高等学校入学者選抜実施要項、道立

高等学校への道外からの出願に係る入学者選抜実施要項及び札幌市を除く市

町村立高等学校の入学者選抜実施要項により出願した者は、同時にこの要

項により出願することはできない。 

【留意事項】 

 海外帰国生徒等とは、次のいずれかに該当する者とする。 

１ 「外国籍を有する者で、来日後５年未満の生徒」及びこれに準じる

者と市立札幌大通高等学校長が認める者。 

２ 「父母のいずれか一方が引揚者であり、引揚後５年未満の生徒」及

びこれに準じる者と市立札幌大通高等学校長が認める者。なお、引揚

者とは、永住帰国者証明書を有する者をいう。 

３ 「日本国籍を有する者で、海外在留者に同伴して、引き続き１年を

超える期間海外に在留し、帰国後３年未満の生徒」及びこれに準じる

者と市立札幌大通高等学校長が認める者。 



３ 出 願 の 受 付 

  道立推薦要項の「４ 出願の受付」に準じる。 

 

４ 出 願 の 手 続 

（１）出願できる部 

    出願できる部は、一の部に限るものとするが、第２志望及び第３志望を認める。 

 

 

 

（２）出願書類の提出及び受付 

  ア 出願者の手続 

出願者は、あらかじめ Web 上の「出願情報事前受付システム」（以下「受付シス

テム」という。）により、必要事項を入力・申請した上で、次の書類を、現に在学

し、又は卒業した中学校又は義務教育学校の校長（以下「中学校長」という。）を

経由して、市立札幌大通高等学校長に提出すること。ただし、令和７年（2025年）

３月 31 日に満 18 歳以上の者（平成 19 年（2007 年）４月１日以前に出生した者。

以下「成人」という。）が出願する場合は、次の（ア）～（オ）の書類に出願資格

が分かる書類を添付して、直接、市立札幌大通高等学校長に提出すること。 

なお、道外から出願する場合は、出願事情説明書（道立一般要項の別記様式 20に

よる。）を併せて提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）入学願書（Web申請用） 

      出願者は、Web上の「受付システム」により入力・申請完了後、入学願書（Web

申請用）を提出すること。 

（イ）入学手数料 

   札幌市立高等学校の授業料等に関する条例（昭和 22 年条例第 36 号）に定める

金額を「受付システム」内で決済するか、別紙「納付書・領収書」により金融機

関において納入し、領収日付印が押印された「納付書・領収書（納人控・出願書

類貼付用）」を入学願書（Web申請用）の貼付欄に貼り付けること。 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

第３志望については、当該部の合格内定者が募集人員に達しない場合に

入学者選抜の対象となる。 

【留意事項】 

１ 成人の出願資格が分かる書類については、卒業証明書又は卒業証書

の写し等、市立札幌大通高等学校長が出願資格があると判断できるも

のであること。 

２ 公立夜間中学（義務教育の段階における普通教育に相当する教育の

機会の確保等に関する法律（平成 28 年法律第 105 号）第 14 条に規定

する学校。以下「夜間中学」という。）を卒業見込みの者は、現に在

学する中学校長を経由して、市立札幌大通高等学校長に提出すること。 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（ウ）写真 

出願前６か月以内に上半身を正面から撮影した写真（縦７cm・横５cm）を写真

台紙に貼り付けること。 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

 １ Web 上での「受付システム」入力・申請 

   出願者は、出願前に札幌市公式ホームページ又は市立札幌大通高等学校

のホームページを経由して「受付システム」により必要事項を入力・申請

すること。（「受付システム」内でクレジットカード決済することも可能。） 

「受付システム」の公開期間は、令和６年 12 月６日（金）から令和７年１

月 23 日（木）正午までとする。 

 ２ 入力・申請に係る留意点 

    (1) 保護者の間で住所が異なる場合は、出願者の日常の生活が営まれ、生

活の本拠となっている所の保護者を「保護者」の欄に入力すること。 

    (2) 現住所については、合格通知書等の確実な到着を期するため、「○○

方」、「○○マンション○○号室」等詳細に入力すること。 

    (3) 受検に際し、特別な配慮を希望する者については、「入学者選抜におけ

る特別な配慮の希望の有無」の「有」を選択すること。 

  (4) 海外帰国生徒等枠で出願する場合は、「備考欄」に「海外帰国生徒等」

と入力するとともに、海外帰国生徒等に該当する事情等について説明し

た書類を添付すること。 

 ３ 入学願書（Web 申請用）の記入等 

    (1) 必ず事前に Web 上の「受付システム」に必要な情報を入力・申請し、

後日送付される「願書交付手続き完了のお知らせメール」のリンク先か

ら「入学願書（Web 申請用）」を表示し、印刷すること。 

   (2) 出願者が未成年の場合、「保護者署名」の欄は、出願者に対して親権を

行う者（親権を行う者がいない場合は未成年後見人）が署名すること。 

  (3) 「受付システム」内で入学手数料をクレジットカード決済した場合は、

入学願書への「納付書・領収書」の貼付は不要であること。 

  (4) 入学願書と写真台紙等は切り離さないこと。 

【留意事項】 

 「受付システム」内でクレジットカード決済しない場合、入学手数料を納入で

きる金融機関は次のとおりである。 

(1)札幌市指定金融機関（北洋銀行の本支店出張所） 

(2)札幌市収納代理金融機関  

① 国内のみずほ銀行・三菱ＵＦＪ銀行・三井住友銀行・りそな銀行・北

海道銀行・北陸銀行の本支店出張所  

② 北海道内の北海道信用金庫・室蘭信用金庫・空知信用金庫・苫小牧信

用金庫・北門信用金庫・北空知信用金庫・日高信用金庫・渡島信用金庫・

旭川信用金庫・稚内信用金庫・留萌信用金庫・北星信用金庫・大地みら

い信用金庫・北見信用金庫・遠軽信用金庫・北海道労働金庫・札幌市農

業協同組合の本支店出張所  

③ 札幌市内の青森銀行・みちのく銀行・秋田銀行・七十七銀行・第四北

越銀行・ＳＢＩ新生銀行・信用組合・北海道信用農業協同組合連合会・

サツラク農業協同組合・北海道信用漁業協同組合連合会の本支店出張所 

④ 札幌市内に所在するゆうちょ銀行の支店その他の営業所及び郵便局 



（エ）自己推薦書 

 

 

  

 

 

 

 

（オ）個人調査書 

      成人の出願者（夜間中学を卒業見込みの者を除く。以下同じ。）のうち、中学

校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）卒業後５年を経過していないも

のに限り、卒業した中学校長が作成した個人調査書を提出すること。 

 

イ 中学校長の手続 

中学校長は、次の出願書類を市立札幌大通高等学校長に提出すること。 

   （ア）推薦入学出願者一覧表（道立一般要項の別記様式２） 

（イ）個人調査書（道立一般要項の別記様式３による。令和７年（2025 年）２月４日

（火）正午までに提出すること。なお、中学校卒業後５年を経過した出願者につ

いては、個人調査書の作成を要しない。） 

 

 

 

 

ウ 市立札幌大通高等学校長の手続 

道立推薦要項の「５ 出願の手続」の「（２）出願書類の提出及び受付」の「ウ 

高等学校長の手続」に準じる。ただし、成人の出願者については、直接本人に受検

票を交付すること。 

 

 

 

５ 出 願 状 況 の 発 表 

  道立推薦要項の「６ 出願状況の発表」に準じる。 

 

６ 出  願  変  更 

   道立推薦要項の「７ 出願変更」に準じ、出願変更は認めない。 

 

７ 面 接 及 び 作 文 

  面接及び作文については、令和７年（2025 年）２月 10 日（月）に行うこと。海外帰

国生徒等枠に出願した場合は、英語・中国語・ハングル・ロシア語等により作文を提出

することができる。 

【留意事項】 

 道立推薦要項の「５ 出願の手続」の「（２）出願書類の提出及び受付」

の「ウ 高等学校長の手続」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

１ (ア)及び(イ)の用紙は、中学校において作成する。 

２ 個人調査書の記載については、道立一般要項の別記様式３の「備考 

個人調査書の記入について」によること。 

【留意事項】 

 １ 自己推薦書用紙は、学校教育部教育課程担当課において作成する。

なお、自己推薦書用紙は、札幌市公式ホームページより、ダウンロー

ドすることができる。 

 ２ 海外帰国生徒等枠で出願する場合は、英語・中国語・ハングル・ロ

シア語等により自己推薦書を提出することができる。ただし、この場

合は、事前に市立札幌大通高等学校長と協議すること。 



なお、市立札幌大通高等学校長は、面接及び作文の時間等について、あらかじめ中学

校長を経由して出願者に通知すること。ただし、成人の出願者に対しては直接通知する

こと。 

 

 

 

 

 

 

８ 選 抜 の 方 法 

  市立札幌大通高等学校長は、校内に｢入学者選抜委員会」を設けるなどして、次に示す

資料を総合的に評価し、合格内定者を決定すること。 

（１）自己推薦書の内容 

（２）個人調査書（中学校卒業後５年を経過した出願者を除く。） 

（３）面接及び作文の結果 

 

 

 

 

 

９ 合格内定者の通知及び入学の確約 

  道立推薦要項の「10 合格内定者の通知及び入学の確約」に準じる。ただし、成人の

出願者については、中学校長を出願者本人に読み替えるものとする。 

 

 

 

 

 

10 合格内定者数の発表 

  道立推薦要項の「11 合格内定者数の発表」に準じる。 

 

11 再   出   願 

  道立推薦要項の「12 再出願」に準じる。ただし、成人の出願者については、中学校

長を出願者本人に読み替えるものとする。 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

 道立推薦要項の「10 合格内定者の通知及び入学の確約」の【留意事項】

に準じる。ただし、合格内定通知書（道立推薦要項別記様式５）及び入学

確約書（道立推薦要項別記様式６）の道立高等学校推薦入学者選抜を市立

札幌大通高等学校自己推薦入学者選抜に読み替えるとともに、学科の欄に

（ ）書きで部名も記入すること。 

【留意事項】 

 道立推薦要項の「12 再出願」の【留意事項】に準じるが、入学検定料

を入学手数料に読み替えるものとする。 

ただし、道立高等学校から再出願する場合の「受付システム」公開期間

は、令和７年２月 18 日（火）から２月 21 日（金）16:00 までとする。 

 また、再出願願(道立推薦要項別記様式９)、再出願承認書（道立推薦要

項別記様式 10）及び再出願通知書（道立推薦要項別記様式 11）の学科の欄

に、（  ）書きで部名も記入すること。 

【留意事項】 

１ 第１志望のほか第２志望があるときは、できるだけ第１志望の部を

優先して、選抜を行うこと。 

２ 第３志望がある場合には、当該の部の合格内定者が募集人員に達し

ない場合に入学者選抜の対象とし、当該の部へ入学させるよう配慮す

ること。 

【留意事項】 

 １ 道立推薦要項の「８ 面接等」の【留意事項】に準じる。ただし、

学校教育局学力向上推進課長は学校教育部長に読み替えるものとす

る。 

 ２ 海外帰国生徒等枠に出願し、英語・中国語・ハングル・ロシア語等

により作文を提出することを希望する場合は、事前に、市立札幌大通

高等学校長と協議すること。 



12 合  格  発  表 

  道立推薦要項の「13 合格発表」に準じる。 

 

 

 

13 札幌市教育委員会への報告 

  道立推薦要項の「14 北海道教育委員会への報告」に準じる。ただし、教育局を教育

課程担当課（高等学校担当係）に読み替え、報告月日、時間及び方法については、別途

通知する。 

 

14 そ  の  他 

道立推薦要項の「15 その他」に準じる。ただし、学校教育局学力向上推進課長は学

校教育部長に読み替えるものとする。 

 

 

 

Ⅱ 一般入学者選抜 
 

１ 募 集 人 員 

次に示すところによる。なお、前期については、自己推薦入学者選抜の合格内定者が

同選抜の募集人員を満たさない場合は、その欠員分を募集人員に加えるものとする。 

また、後期については、部ごとの募集人員は定めず、転・編入学者を含むものとし、

併せて、海外帰国生徒等を募集人員とは別に、若干名、入学させることができるものと

する。 

区分 午前部 午後部 夜間部 合計 

前期 80名程度 60名程度 40名程度 180名 

後期 15名程度 15名程度 

 

２ 出 願 資 格 

   道立一般要項の「２ 出願資格」に準じる。 

 

 

 

 

 

 

３ 出願できる部 

   出願できる部を、一の部に限るものとする。ただし、第２志望及び第３志望を認める。 

 

 

 

【留意事項】 

 市立一般要項、市立推薦要項並びに道立一般要項、道立推薦要項、連携

型中高一貫教育を実施する道立高等学校入学者選抜実施要項、北海道有朋

高等学校入学者選抜実施要項、道立高等学校への道外からの出願に係る入学

者選抜実施要項及び札幌市を除く市町村立高等学校の入学者選抜実施要項

により出願した者は、同時にこの要項により出願することはできない。 

【留意事項】 

 道立推薦要項の「13 合格発表」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

 道立推薦要項の「15 その他」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

前期における第３志望については、当該部の合格者が募集人員に達しな

い場合に入学者選抜の対象となる。 



４ 出 願 の 受 付  

前期は、道立一般要項の「５ 出願の受付」に準じ、次に示すところによる。ただし、

就職内定証明書を添付できる者は、令和７年（2025年）２月 27日（木）までとする。 

後期は、次に示すところによる。 

 受 付 期 間 受 付 時 間 

前 期 
１月 20日（月）～１月 23日（木）

（土曜日及び日曜日を除く。） 

９：00～16：30 

（23日は 12：00までとする。） 

後 期 
８月 22日（金）～８月 29日（金） 

（土曜日及び日曜日を除く。） 

９：00～16：30 

（29日は 12：00までとする。） 

 

 

 

 

 

５ 出 願 の 手 続 

（１）出願者の手続 

前期は、あらかじめ Web 上の「受付システム」により、必要事項を入力・申請した

上で、次の書類を、現に在学し、又は卒業した中学校長を経由して市立札幌大通高等

学校長に提出すること。ただし、成人が出願する場合は、出願資格が分かる書類を添

付して、直接、市立札幌大通高等学校長に提出すること。 

後期は、次の書類に、出願資格が分かる書類を添付して、直接、市立札幌大通高等

学校長に提出すること。 

 

 

 

 

【前 期】 

ア 入学願書（Web申請用） 

      出願者は、Web上の「受付システム」により入力・申請完了後、入学願書（Web申

請用）を提出すること。 

イ 入学手数料 

   札幌市立高等学校の授業料等に関する条例（昭和 22 年条例第 36 号）に定める金

額を「受付システム」内で決済するか、別紙「納付書・領収書」により金融機関に

おいて納入し、領収日付印が押印された「納付書・領収書（納人控・出願書類貼付

用）」を入学願書（Web申請用）の貼付欄に貼り付けること。 

 

 

 

 

【留意事項】 

前期は、道立一般要項の「５ 出願の受付」の【留意事項】に準じる。

後期の入学願書等の配布時期については、市立札幌大通高等学校長に問い

合わせること。 

【留意事項】 

道立一般要項の「６ 出願の手続」の「(1) 出願者の手続」の【留意事

項】に準じる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 写真 

出願前６か月以内に上半身を正面から撮影した写真（縦７cm・横５cm）を写真台

紙に貼り付けること。 

 

【後 期】 

ア 入学願書 

  札幌市立高等学校学則（昭和 32 年教育委員会規則第 1 号）第 13 条の規定による

入学願書（同規則様式３） 

 

【留意事項】 

 「受付システム」内でクレジットカード決済しない場合、入学手数料を納入

できる金融機関は次のとおりである。 

(1)札幌市指定金融機関（北洋銀行の本支店出張所） 

(2)札幌市収納代理金融機関  

① 国内のみずほ銀行・三菱ＵＦＪ銀行・三井住友銀行・りそな銀行・

北海道銀行・北陸銀行の本支店出張所  

② 北海道内の北海道信用金庫・室蘭信用金庫・空知信用金庫・苫小牧

信用金庫・北門信用金庫・北空知信用金庫・日高信用金庫・渡島信用

金庫・旭川信用金庫・稚内信用金庫・留萌信用金庫・北星信用金庫・

大地みらい信用金庫・北見信用金庫・遠軽信用金庫・北海道労働金庫・

札幌市農業協同組合の本支店出張所  

③ 札幌市内の青森銀行・みちのく銀行・秋田銀行・七十七銀行・第四

北越銀行・ＳＢＩ新生銀行・信用組合・北海道信用農業協同組合連合

会・サツラク農業協同組合・北海道信用漁業協同組合連合会の本支店

出張所 

④ 札幌市内に所在するゆうちょ銀行の支店その他の営業所及び郵便局 

【留意事項】 

 １ Web 上での「受付システム」入力・申請 

   出願者は、出願前に札幌市公式ホームページ又は市立札幌大通高等学校

のホームページを経由して「受付システム」により必要事項を入力・申請

すること。（「受付システム」内でクレジットカード決済することも可能。） 

「受付フォーム」の公開期間は、令和６年 12 月６日（金）から令和７年１

月 23 日（木）正午までとする。 

 ２ 入力・申請に係る留意点 

    (1) 保護者の間で住所が異なる場合は、出願者の日常の生活が営まれ、生

活の本拠となっている所の保護者を「保護者」の欄に入力すること。 

    (2) 現住所については、合格通知書等の確実な到着を期するため、「○○

方」、「○○マンション○○号室」等詳細に入力すること。 

    (3) 受検に際し、特別な配慮を希望する者については、「入学者選抜におけ

る特別な配慮の希望の有無」の「有」を選択すること。 

 ３ 入学願書（Web 申請用）の記入等 

    (1) 必ず事前に Web 上の「受付システム」に必要な情報を入力・申請し、

後日送付される「願書交付手続き完了のお知らせメール」のリンク先か

ら「入学願書（Web 申請用）」を表示し、印刷すること。 

   (2) 出願者が未成年の場合、「保護者署名」の欄は、出願者に対して親権を

行う者（親権を行う者がいない場合は未成年後見人）が署名すること。 

  (3) 「受付システム」内で入学手数料をクレジットカード決済した場合は、

入学願書への「納付書・領収書」の貼付は不要であること。 

  (4) 入学願書と写真台紙等は切り離さないこと。 



 

 

 

 

 

 

 

イ 入学手数料 

   札幌市立高等学校入学料等に関する条例（昭和 22 年条例第 36 号）に定める金額

を別紙「納付書・領収書」により金融機関において納入し、領収日付印が押印され

た「納付書・領収書（納人控・出願書類貼付用）」を別記札幌市立高等学校様式１

の貼付欄に貼り付けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 写真 

  出願前６か月以内に上半身を正面から撮影した写真（縦７cm・横５cm）を写真台

紙に貼り付けること。 

エ 受検票 

 

（２）中学校長の手続 

 前期において、市立札幌大通高等学校長に出願者の願書を送付するときは、中学校

長は、出願者一覧表（道立一般要項別記様式２）を添付すること。 

 なお、個人調査書の送付は要しない。   

   

 

 

 

 

 

【留意事項】 

 道立一般要項の「６ 出願の手続」の「（２）中学校長の手続」の「ア 

入学願書及び出願者一覧表」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

 １ 出願者が未成年の場合、「保護者」の欄は、出願者に対して親権を行

う者（親権を行う者がいない場合は未成年後見人）が署名すること。 

 ２ 第２志望を希望しない場合は「第２志望」の欄に、また、第３志望

を希望しない場合は、「第３志望」の欄に、それぞれ斜線を引くこと。 

 ３ 海外帰国生徒等に該当する場合は、「備考欄」に「海外帰国生徒等」

と朱書するとともに、海外帰国生徒等に該当する事情等について説明

した書類を添付すること。 

【留意事項】 

 入学手数料を納入できる金融機関は次のとおりである。 

(1)札幌市指定金融機関（北洋銀行の本支店出張所） 

(2)札幌市収納代理金融機関  

① 国内のみずほ銀行・三菱ＵＦＪ銀行・三井住友銀行・りそな銀行・

北海道銀行・北陸銀行の本支店出張所  

② 北海道内の北海道信用金庫・室蘭信用金庫・空知信用金庫・苫小

牧信用金庫・北門信用金庫・北空知信用金庫・日高信用金庫・渡島

信用金庫・旭川信用金庫・稚内信用金庫・留萌信用金庫・北星信用

金庫・大地みらい信用金庫・北見信用金庫・遠軽信用金庫・北海道

労働金庫・札幌市農業協同組合の本支店出張所  

③ 札幌市内の青森銀行・みちのく銀行・秋田銀行・七十七銀行・第

四北越銀行・ＳＢＩ新生銀行・信用組合・北海道信用農業協同組合

連合会・サツラク農業協同組合・北海道信用漁業協同組合連合会の

本支店出張所 

④ 札幌市内に所在するゆうちょ銀行の支店その他の営業所及び郵

便局 



（３）市立札幌大通高等学校長の手続 

道立一般要項の「６ 出願の手続」の「（３）高等学校長の手続」に準じる。ただ

し、後期については、受検票を直接出願者に交付する。 

 

 

 

 

６ 出 願 状 況 の 発 表 

   前期は、道立一般要項の「７ 出願状況の発表」に準じる。 

後期は、出願状況を発表しない。 

 

７ 出 願 変 更 

（１）一般の場合 

前期は、道立一般要項の「８ 出願変更」の「（１）一般の場合」に準じ、出願者

は、定時制の課程の学科（当初出願した部以外の部を含む。）に１回出願を変更する

ことができる。 

後期は、出願を変更することはできない。 

（２）特別の場合 

前期は、道立一般要項の「８ 出願変更」の「（２）特別の場合」に準じる。 

後期は、出願を変更することはできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学 力 検 査 

   前期は、令和７年（2025年）３月４日（火）に実施することとし、道立一般要項の「９ 

学力検査」に準じる。 

後期は、令和７年（2025 年）９月４日（木）に、国語、数学及び英語の学力検査を実

施する。ただし、後期において、海外帰国生徒等に該当する出願者については、学力検

査を実施しない。 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

道立一般要項の「９ 学力検査」の【留意事項】に準じる。ただし、所

轄の教育局長並びに学校教育局学力向上推進課長は学校教育部長に読み替

えるものとする。 

【留意事項】 

 道立一般要項の「８ 出願変更」の【留意事項】に準じる。 

ただし、道立高等学校から出願変更する場合の「受付システム」公開期

間は、令和７年１月 27 日（月）から２月３日（月）16:00までとする。 

また、出願変更願（道立一般要項別記様式６）、出願変更承認書（道立

一般要項別記様式７）及び出願変更通知書（道立一般要項別記様式８）の

学科の欄に、（  ）書きで部も記入すること。 

なお、市立札幌大通高等学校から出願変更をする場合は、中学校長は変

更先の高等学校長に個人調査書を送付すること。 

【留意事項】 

 道立一般要項の「６ 出願の手続」の「（３）高等学校長の手続」の【留

意事項】に準じる。 



９ 面  接  等 

   前期は、令和７年（2025年）３月５日（水）に面接を実施する。ただし、これにより

難い場合は前日の学力検査終了後に行うことができる。 

後期は、令和７年（2025年）９月４日（木）に面接及び作文を実施する。なお、後期

において、海外帰国生徒等に該当する場合は、英語・中国語・ハングル・ロシア語等に

より作文を提出することができる。 

 

 

 
 

 

 

 

10 学力検査及び面接等の会場 

   前期は、道立一般要項の「11 学力検査及び面接等の会場」に準じる。 

後期は、市立札幌大通高等学校を学力検査及び面接等の会場とする。 

 

 
 

11 委  託  受  検 

   前期は、道立一般要項の「12 委託受検」に準じる。 

後期は、委託受検を実施しない。 

 

 

 

12 追  検  査 

前期は、道立一般要項の「13 追検査」に準じる。ただし、学力検査及び面接につい

ては、次のとおりとする。 

後期は、追検査を実施しない。 

（１）学力検査 

令和７年（2025年）３月 11日（火）に実施する。 

（２）面接 

学力検査終了後に実施する。ただし、これにより難い場合は、令和７年（2025 年）

３月 12日（水）に行うことができる。 

 （３）学力検査及び面接の受検場 

学力検査及び面接の受検場は、市立札幌大通高等学校とする。ただし、これにより

難い場合は、他の高等学校等の特設受検場とすることができる。 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

１ 前期については、道立一般要項の「10 面接等」の【留意事項】に

準じる。 

２ 後期において、海外帰国生徒等に該当し、英語・中国語・ハングル・

ロシア語等による作文の提出を希望する場合は、事前に市立札幌大通

高等学校長と協議すること。 

【留意事項】 

道立一般要項の「11 学力検査会場」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

道立一般要項の「12 委託受検」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

前期については、道立一般要項の「13 追検査」の【留意事項】に準じ

る。ただし、所轄の教育局は教育課程担当課（高等学校担当係）に読み替

えるものとする。 



13 入 学 者 の 選 抜 

  市立札幌大通高等学校長は、校内に｢入学者選抜委員会」を設けるなどして、次に示す

資料を総合的に評価し、選抜を行うこと。なお、特別の事情により資料の一部が欠ける

場合は、市立札幌大通高等学校長の判断によること。 

（１）学力検査の成績（後期の海外帰国生徒等を除く。） 

    前期は、特定の教科の配点に比重をかける傾斜配点を行うことができる。傾斜配点

を行う教科は１～３教科、得点の倍率は 1.5～２倍とする。 

（２）面接の結果 

（３）作文の結果（後期のみ。） 

 

 

 

 

 

 
 

 

14 合  格  発  表 

   前期は、道立一般要項の「15 合格発表」に準じる。 

後期は、令和７年（2025年）９月 11日（木）午前 10時に合格者の受検番号を発表（ウ

ェブページに掲載）するとともに本人に通知する。 

 

 

 

 

15 合 格 者 の 追 加 

   前期は、道立一般要項の「16 合格者の追加」に準じる。 

   後期は、合格者の追加を行わない。 

 

 
 

 

 

 

 

16 第 ２ 次 募 集 

   前期は、道立一般要項の「17 第２次募集」に準じる。ただし、入学願書は、札幌市

立高等学校学則（昭和 32 年教育委員会規則第１号）第 13 条の規定による入学願書（同

規則様式３）を使用すること。なお、学力検査成績証明書を欠く場合は、必要により作

文等を行い、その結果を選抜のための資料とすること。 

   後期は、第２次募集を行わない。 

 

【留意事項】 

１ 前期において、第１志望のほか第２志望があるときは、できるだけ

第１志望の部を優先して、選抜を行うこと。 

２ 前期において、第３志望がある場合には、当該の部の合格者が募集

人員に達しない場合に入学者選抜の対象とし、当該の部へ入学させる

よう配慮すること。 

３ 後期において、第１志望のほか第２志望や第３志望があるときは、

できるだけ志望順位の高い部を優先して、選抜を行うこと。 

【留意事項】 

道立一般要項の「15 合格発表」の【留意事項】に準じる。ただし、後

期については、中学校長への通知を要しない。 

【留意事項】 

前期については、道立一般要項の「16 合格者の追加」の【留意事項】

に準じる。 



 

 

 

 

 

 

17 道外からの出願者の手続 

  前期は、道立一般要項の「18 道外からの出願者の手続」に準じる。 

  後期は、市立札幌大通高等学校長の定めるところによる。 

 

 

 

 

  

18 学力検査の得点の情報提供 

   前期は、道立一般要項の「19 学力検査の得点の情報提供」に準じる。 

   後期は、学力検査の得点の情報提供を行わない。 

 

 

 

 

19 札幌市教育委員会への報告 

   道立一般要項の「20 北海道教育委員会への報告」に準じる。ただし、教育局を教育

課程担当課（高等学校担当係）に読み替え、報告月日、時間、方法及び後期に係る事項

については、別途通知するものとする。 

  

20 そ  の  他 

   道立一般要項の「21 その他」に準じる。ただし、学校教育局学力向上推進課長は学

校教育部長に読み替えるものとする。 

 

【留意事項】 

 前期については、道立一般要項の「17 第２次募集」の【留意事項】に

準じる。ただし、入学検定料を入学手数料に読み替える。入学願書につい

ては、出願の受付期間に札幌市公式ホームページよりダウンロードするこ

とができる。また、市立札幌大通高等学校長は、受検（出願）証明書交付

願の提出を受けた高等学校長から学力検査成績証明書の送付を受けるもの

とする。 

【留意事項】 

 道立一般要項の「19 学力検査の得点の情報提供」の【留意事項】に準

じる。 

【留意事項】 

道立一般要項の「21 その他」の【留意事項】に準じる。 

【留意事項】 

 道外から前期に出願する者で、「受付システム」公開期間以降に出願する

場合は、札幌市立高等学校学則（昭和 32 年教育委員会規則第１号）第 13

条の規定による入学願書（同規則様式３）を使用すること。入学願書（同

規則様式３）については、令和７年１月 24 日（金）から札幌市公式ホーム

ページより、ダウンロードすることができる。 

 


